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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質チロシンホスファターゼファミリーの非受容体クラス4サブファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、分子アダプタータンパク質CBLと会合するリンパ球特異的細胞内ホスファターゼであり、T細胞受容体シグナル伝達経路におけるCBL機能の調節に関与している可能性があります。この遺伝子の変異は、1型糖尿病、関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、バセドウ病など、様々な自己免疫疾患に関連する可能性があります。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2009年3月],触媒活性：タンパク質チロシンリン酸 + H(2)O = タンパク質チロシン + リン酸。,機能：Cblに作用すると思われます。 Cblおよび関連するタンパク質キナーゼの機能を制御する役割を果たす可能性がある。,類似性：タンパク質チロシンホスファターゼファミリーに属する。非受容体クラス4サブファミリー。,類似性：1つのチロシンタンパク質ホスファターゼドメインを含む。,組織特異性：主にリンパ組織および細胞に発現する。アイソフォーム1は胸腺細胞、成熟B細胞、成熟T細胞の両方に発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト胃腺癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

